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顧客向けに重点を置いた
Web 画面

コンポーネントと Master Panel オブジェクトの使用



Panel オブジェクトを使用すると、Web コンポーネントで構成された Web パネル
のように、コンポーネントを使用して機能をカプセル化することができます。
これを例を使って説明します。

コンポーネント



選択した国の観光名所とデータを表示する Panel オブジェクトを構築するために、
今回は、作成したパネル内にコンポーネントを使用して情報を展開します。

コンポーネントを含むパネルを作成するには、Attractions_CFPanel を別名で保
存し、AttractionsCountryInfo_CFPanel という名前を付けます。

ツールボックスからコンポーネントコントロールを選択し、観光名所グリッドの
右側に挿入します。

前に⾏ったように、グリッドで国の名前をクリックすると、その国に関する情報が
開きます。
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パネル内部での別のパネルの使用



次に、コンポーネントに関連付けるパネルを作成します。名前は
ViewCountryCities にします。ツールバーから CountryName 項目属性をドラッ
グし、CityName 項目属性を含むグリッドをドラッグします。Country.City でグ
リッドにベーストランザクションを割り当てます。
次に、CountryId 項目属性を含む Parm を追加します。

パネルのナビゲーション表示を確認すると、Level_Detail ノードで、Country テー
ブルが Parm ルールの CountryId 項目属性でフィルタリングして照会され、パラ
メーターで受け取った国に対応する 1 つのレコードが取得されることが分かります。

Level_Detail_Grid1 ノードでは、同様にパラメーターで受け取った CountryId で
フィルタリングして CountryCity テーブルが照会されることが分かります。
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コンポーネントとして使用するパネルの作成



次に、Component1 の [Object] プロパティで ViewCountryCities パネルを選択し、
[Parameters] に &CountryIdentifier 変数を追加します。この変数には、選択した
グリッドの明細⾏の CountryId 項目属性の値が保存されます。

ここで、Web パネルとの関連で相違点が 1 つあります。それは、コンポーネント
コントロールを挿入するときに、作成済みの任意のパネルを挿入できることから、
ViewCountryCities_CFPanel をコンポーネントにするのに、タイプの変更が不要な
ことです。
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コンポーネントのプロパティ



観光名所グリッドで国名をクリックしたときにコンポーネントパネルを呼び出す必
要があるため、その呼び出しで CountryName 項目属性の Tap イベントをプログ
ラムします。

まず、選択された CountryName に対応する CountryId を定義済みの
&CountryIdentifier 変数に保存してから、Create コマンドを使用して、パラメー
ターで選択された国を渡すことによって、Component1 に関連付けられた
ViewCountryCities_CFPanel オブジェクトを動的に作成します。

構築しているパネルは既にメインになっているため、[実⾏] を使用して実⾏します。
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コンポーネントとして使用されるパネルの動的作成



中国をクリックすると、中国の都市である北京、上海、および⾹港が表示されます。
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実⾏時...



別のパネル内にコンポーネントとして挿入する Panel オブジェクトには、パネルと
同じイベント、つまり、クライアント側のシステムイベント (ClientStart および
Back) とサーバー側のイベント (Start、Refresh、および Load) が含まれています。

これは、ホストパネルのイベントとの関連で、パネルにある 1 つまたは複数のコン
ポーネントからイベントがトリガーされる順序を考慮する必要があることを意味し
ます。

最初にトリガーされるイベントは、コンポーネントを含むパネル内のイベントで、
前に説明した通常の順序、つまり ClientStart、Start、Refresh、Load の順にトリ
ガーされます。

次に、上から下、左から右に向かって、コンポーネントとして含まれている各パネ
ルのイベントが同様に通常の順序でトリガーされます。
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イベントのトリガー順序

ClientStart (Panel)
Start (Panel)
Refresh (Panel)
Load (Panel)

ClientStart (Component1)
Start (Component1)
Refresh (Component1)
Load (Component1)

ClientStart (Component2)
Start (Component2)
Refresh (Component2)
Load (Component2)

Panel

Component1 Component2



次に、Master Panel オブジェクトについて⾒てみましょう。

Master Panel オブジェクト



Panel オブジェクト Attractions_CFPanel のプロパティを⾒ると、そのうちの 1 つ
に [Master Panel] プロパティがあり、パネルに空で表示されることが分かります。
これは、Panel オブジェクトが配置されてロードされるマスターページがあること
を示しています。
この概念は、Web パネル用の Web マスターパネルの概念に似ています。

ただし、後者とは異なり、Panel オブジェクトにはタイプを変更するためのプロパ
ティがありません。ここで、Master Panel オブジェクトは、Panel オブジェクトか
ら独⽴したオブジェクトです。
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Master Panel オブジェクト



次に、MasterPanel_CF という名前のマスター パネル タイプのオブジェクトを作成
します。
ツールバーに移動すると、Panel オブジェクトがロードされるコンテナコントロー
ルであるコンテンツ プレース ホルダーが利用可能であることが分かります。

次に、コンテンツ プレース ホルダーをパネルに挿入します。次に、その上にテーブ
ルを挿入し、テーブル内に旅⾏代理店のロゴが入った画像を挿入します。その右側
にテーブルを配置して、ロゴが左揃えになるようにします。
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Master Panel オブジェクト (続き)



テーブルのプロパティと MainTable のプロパティを調整して、画像が適切に表示さ
れるようにします。また、クラス ImageHeader_CF を作成し、[Scale Type] プロ
パティに値 Fit を割り当て、そのクラスをロゴ画像に割り当てます。
これを保存します。
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Master Panel オブジェクト (続き)



次に、作成した MasterPanel_CF オブジェクトを含む Attractions_CFPanel パネ
ルと AttractionDetail_CFPanel パネルに [Master Panel] プロパティを割り当て
ます。

そして実⾏します。
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Master Panel オブジェクト (続き)



旅⾏代理店のロゴが表示され、その下に Attractions_CFPanel がロードされること
が確認できます。フランスの [Details] をクリックすると、観光名所の詳細パネルに
も同じロゴが表示されます。

今回は、Master Panel オブジェクトのデザインシステムの詳細は考慮しませんが、
Theme オブジェクトとクラスの使用方法は Web パネルの場合と似ていると言え
ます。
ここで作成したデザインは、以降の資料でも使用します。
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割り当てたマスターパネルを使用したアプリケーションの実⾏



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


